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Ｉ
石
黒
忠
原
（
一
八
四
五
～
一
九
四
二
略
伝

名
は
忠
恵
、
別
号
は
況
斎
・
不
円
・
烏
間
山
荘
。
江
戸
で
藺
方

を
学
び
医
学
所
入
学
。
維
新
後
、
大
学
東
校
少
助
教
。
大
木
喬
任

文
部
卿
と
合
わ
ず
兵
部
省
転
出
（
七
一
）
、
軍
医
制
度
創
設
に
携

る
。
陸
軍
軍
医
総
監
。
医
務
局
長
（
九
○
～
九
八
）
。
日
清
戦
争
軍

功
に
よ
り
男
爵
（
九
五
）
。
日
本
赤
十
字
社
長
（
一
七
～
二
○
）
。

子
爵
三
○
）
。
嗣
子
忠
篤
二
八
八
四
～
一
九
六
○
）
は
農
商
務

省
官
僚
・
農
相
。

Ⅱ
石
黒
家
伝
資
料
（
不
円
文
庫
）
の
概
要

蔵
書
・
原
稿
は
武
見
太
郎
仲
介
に
よ
り
慶
大
に
寄
贈
さ
れ
て
現

存
。
そ
れ
以
外
の
文
書
類
は
今
も
忠
恵
の
曽
孫
が
管
理
さ
れ
て
い

る
。
従
来
本
資
料
の
利
用
度
は
低
い
が
、
軍
部
・
医
界
に
重
き
を

な
し
た
忠
恵
な
ら
で
は
の
医
史
料
に
富
み
、
か
つ
茶
道
を
通
じ
て

46

石
黒
忠
恵
と
野
口
英
世

ｌ
石
黒
不
円
文
庫
調
査
第
一
報

町'）

、
Ｊ
〃

、
乙

泉
寿
郎
・
小
曽
戸

洋

巨
大
な
人
脈
を
築
い
た
人
物
だ
け
に
文
化
史
的
に
も
貴
重
で
あ

る
。
資
料
は
日
記
と
来
簡
に
大
別
さ
れ
、
忠
恵
日
記
は
明
治
二
十

年
の
衛
生
制
度
調
査
の
為
の
滞
独
日
記
か
ら
昭
和
十
一
年
（
九
二

歳
）
ま
で
五
十
年
に
及
ぶ
。
忠
恵
宛
来
簡
は
約
二
千
通
に
上
る
。

Ⅲ
石
黒
忠
恵
と
野
口
英
世

石
黒
と
野
口
の
交
流
は
、
伝
研
助
手
時
代
の
野
口
が
米
医
学
者

フ
レ
キ
ス
ナ
ー
の
通
訳
を
し
た
際
、
所
見
を
聴
取
さ
れ
た
時
に
始

ま
り
二
八
九
九
）
、
野
口
帰
国
時
の
叙
勲
も
石
黒
の
尽
力
と
さ

れ
る
（
奥
村
鶴
吉
『
野
口
英
世
」
岩
波
書
店
一
九
三
三
）
。
不
円
文

庫
の
忠
恵
宛
野
口
書
簡
は
三
通
、
う
ち
二
通
が
『
野
口
英
世
書
簡

集
１
」
（
一
九
八
九
野
口
英
世
記
念
会
、
野
口
書
簡
二
五
・
来
簡

一
四
八
収
録
）
未
収
。
既
収
一
通
は
大
正
七
年
六
～
十
一
月
の
エ

ク
ア
ド
ル
調
査
で
（
今
日
誤
認
と
さ
れ
る
）
黄
熱
病
病
原
体
発
見

を
報
じ
た
書
簡
だ
が
、
大
正
八
年
四
月
廿
八
日
付
の
原
資
料
に
対

し
、
『
書
簡
集
』
で
は
同
年
七
月
と
あ
り
誤
脱
も
多
い
。

Ⅳ
新
出
の
野
口
英
世
書
簡
の
紹
介
（
摘
録
）

大
正
四
年
十
一
月
廿
九
日
付
「
（
冠
省
）
次
二
小
生
過
般
帰
省

の
節
は
一
方
な
ら
ぬ
御
厚
遇
を
辱
ふ
し
小
生
一
身
の
光
栄
此
上
も

な
く
奉
感
謝
候
。
殊
二
出
発
の
際
は
態
々
御
見
送
被
下
実
二
感
激
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筆
紙
二
述
へ
難
く
候
。
（
中
略
）
小
生
海
上
無
事
一
昨
廿
七
日
当

地
二
着
直
ち
に
研
究
所
二
出
勤
再
び
研
究
に
着
手
致
候
間
乍
他
事

御
放
盧
被
成
下
度
奉
懇
願
候
。
御
笑
草
ま
で
に
小
生
の
書
き
散
ら

し
た
る
別
刷
の
手
許
に
あ
る
も
の
を
取
ま
と
め
閣
下
ま
で
捧
呈
仕

候
。
（
中
略
）
小
生
今
後
最
終
の
目
的
は
兎
に
角
二
三
真
正
の
価

値
あ
る
業
績
を
挙
げ
度
事
二
候
。
今
迄
の
分
は
御
存
知
の
如
く
ほ

ん
の
序
幕
二
有
之
し
の
み
二
候
。
（
後
略
）
」
。

大
正
六
年
八
月
十
九
日
付
「
（
冠
省
）
降
而
小
生
儀
過
般
罹
病

の
際
は
御
多
忙
の
御
尊
体
な
る
二
も
拘
ら
ず
態
々
御
見
舞
状
を
賜

り
小
生
の
栄
誉
無
此
上
こ
と
員
遙
か
二
奉
鳴
謝
候
。
（
中
略
）
其

準
備
と
し
て
従
軍
を
許
さ
れ
軍
籍
二
入
り
し
医
師
等
ハ
多
少
の
時

日
間
各
所
二
開
き
あ
る
軍
医
短
期
講
習
会
二
入
り
最
近
の
医
学
上

の
知
識
を
吸
収
し
そ
れ
か
ら
実
地
軍
隊
的
の
訓
練
を
三
ヶ
月
受
け

た
る
後
愈
々
渡
欧
す
る
こ
と
シ
聞
及
び
候
・
ロ
ッ
ヶ
フ
ェ
ラ
ー
医

学
研
究
所
二
て
は
陸
軍
省
軍
医
部
長
（
ゴ
ル
ガ
ス
少
将
）
と
交
渉

の
上
短
期
の
講
習
会
を
開
き
一
回
二
二
十
名
宛
養
成
致
し
居
り

候
。
其
講
習
期
ハ
四
週
間
ニ
し
て
其
課
目
は
弦
二
封
入
御
覧
二
入

れ
候
通
二
御
座
候
。
但
し
小
生
の
受
持
の
課
は
小
生
病
気
の
為
一

時
代
講
者
二
任
じ
置
き
候
。
（
中
略
）
借
而
斯
か
る
境
遇
二
介
在

す
る
小
生
な
ど
も
出
来
る
な
れ
ば
日
本
人
と
し
て
（
米
国
の
市
民

権
な
き
故
然
ら
ざ
る
を
得
す
候
）
日
本
の
赤
十
字
と
何
か
の
連
絡
を

付
け
兎
に
角
此
の
大
戦
の
一
部
に
加
は
り
し
印
し
を
得
ば
此
上
な

き
事
と
存
じ
申
候
。
実
際
二
於
て
は
既
二
従
軍
せ
し
と
同
様
の
役

目
を
担
当
し
つ
蚤
あ
る
事
二
候
。
就
而
は
男
爵
閣
下
御
在
任
を
幸

い
と
し
小
生
へ
何
か
日
本
赤
十
字
杜
と
関
係
を
付
け
日
本
を
代
表

す
る
様
の
こ
と
出
来
ざ
る
も
の
二
候
哉
。
（
中
略
）
当
研
究
所
正

員
の
一
人
な
る
有
名
な
る
実
験
外
科
医
ア
レ
キ
シ
ス
・
カ
レ
ル
氏

は
：
．
腐
敗
創
即
ち
既
二
瓦
斯
菌
其
他
の
侵
入
二
て
腐
敗
を
始
め
た

る
創
傷
の
治
療
ニ
対
し
一
新
創
意
を
出
だ
し
且
つ
実
地
二
完
成
せ

し
こ
と
ハ
多
分
閣
下
も
御
聞
入
れ
の
事
と
信
じ
侯
。
此
の
人
は
目

下
ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
二
帰
り
模
範
病
院
（
可
移
転
的
野
戦

病
院
）
を
所
の
正
面
な
る
空
地
二
設
置
し
右
治
療
法
を
講
習
中
に

御
座
候
。
先
達
陸
軍
々
医
正
小
林
幹
氏
一
寸
立
寄
り
見
物
せ
ら
れ

候
。
（
後
略
）
」
。

※
本
稿
は
文
科
省
科
研
費
・
特
定
Ａ
②
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」

研
究
の
一
環
で
あ
る
。

（
二
松
学
舎
大
学
）

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）


